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３
月
１
７
日
の
日
曜
日
、
京
王
線
新
宿
駅
７

時
９
分
発
、
特
急
高
尾
山
口
行
き
の
予
定
だ
っ

た
が
、
新
宿
に
向
か
う
途
中
で
参
加
予
定
の
奥

村
さ
ん
か
ら
ラ
イ
ン
が
入
る
。 

「
京
王
線
が
ト
ラ
ブ
ル
で
途
中
区
間
が
止
ま

っ
て
い
る
ら
し
い
」
と
の
こ
と
。
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
と
確
か
に
そ
の
よ
う
だ
。
参
加
者
全
員
に

連
絡
が
付
き
、
各
自
大
月
駅
に
集
合
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。 

予
定
よ
り
少
し
早
い
電
車
に
乗
っ
た
人
、
ぎ

り
ぎ
り
間
に
合
っ
た
人
が
い
た
が
、
予
定
の
時

間
に
全
員
大
月
駅
に
到
着
で
き
た
。
一
報
を
く

れ
た
奥
村
さ
ん
に
感
謝
！ 

 

大
月
駅
前
に
到
着
し
た
の
は
、
西
川
、
川
名

夫
人
、
佐
藤
、
及
川
、
奥
村
、
戸
丸
の
６
名
。 

 

駅
前
で
身
支
度
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。 

 

９
時
１
５
分
出
発
。
先
頭
は
及
川
さ
ん
。
駅

前
を
左
方
向
、
東
に
進
む
。
昔
は
右
側
に
銭
湯

が
あ
っ
て
、
田
村
さ
ん
た
ち
と
お
風
呂
に
入
っ

て
か
ら
打
ち
上
げ
を
何
度
も
や
っ
た
懐
か
し

い
通
り
だ
。
道
が
左
に
折
れ
る
と
踏
切
だ
。
通

過
す
る
電
車
と
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
車
が
行

っ
て
か
ら
歩
き
だ
す
。
渡
っ
た
左
側
に
は
い
つ

の
間
に
か
大
き
な
ホ
テ
ル
が
立
っ
て
い
た
。
東

急
イ
ン
だ
。
目
の
前
に
は
岩
山
の
岩
殿
山
が
ど

っ
し
り
と
鎮
座
し
て
い
る
。 

 

大
月
市
民
会
館
の
信
号
を
左
に
大
通
り
を

曲
が
る
と
一
級
河
川
相
模
川
（
通
称
桂
川
）
に

か
か
る
高
月
橋
を
渡
る
。
川
を
覗
く
と
か
な
り

の
高
さ
が
あ
り
、
深
い
色
を
し
て
い
る
。
大
通

り
は
右
に
カ
ー
ブ
し
て
坂
道
を
登
っ
て
行
く
。 

 

９
時
３
７
分
、
左
に
岩
殿
山
丸
山
公
園
入
口
、

強
瀬
（
こ
わ
ぜ
）
登
山
口
と
あ
る
。
山
頂
を
目

指
す
南
側
か
ら
の
最
短
ル
ー
ト
だ
が
数
年
前

の
台
風
被
害
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
て
ま
だ
通
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
途
中
ま
で
は
行
け
る
よ
う

だ
。 

 

さ
ら
に
大
通
り
沿
い
の
道
を
進
む
。
中
央
高

速
が
下
を
通
っ
て
い
る
。
大
月
出
口
の
分
岐
点

が
見
え
た
。 

 

９
時
５
５
分
、
東
側
の
登
山
口
に
な
る
が
こ

こ
も
台
風
被
害
で
通
行
止
め
だ
。 

テ
レ
ビ
で
岩
殿
山
の
成
り
立
ち
を
や
っ
て

い
た
が
丹
沢
山
塊
の
プ
レ
ー
ト
と
関
東
山
地

の
プ
レ
ー
ト
に
挟
ま
れ
て
海
底
が
盛
り
上
が

っ
て
出
来
た
と
の
こ
と
で
、
丸
い
小
石
と
砂
が

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
７
１
号 

２
０
２
４
年 

４
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
同
じ
高
さ
の
岩
殿
山

、稚
児
落
と
し
経
由
の
周
回
コ
ー
ス
は
自
然
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
だ
っ
た
！ 

 

前
山
に
７
名
！ 
サ
ス
ザ
ワ
山
か
ら
の
奥
多
摩
湖
は
絶
景
で
し
た

。
奥
多
摩
駅
前
で
楽
し
い
打
ち
上
げ
！ 
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圧
縮
さ
れ
た
礫
岩
で
出
来
て
い
る
よ
う
だ
が

意
外
に
脆
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
旧
ル
ー
ト
の

復
旧
が
待
た
れ
る
。 

 

１
０
時
過
ぎ
、
畑
倉
登
山
口
に
到
着
。
こ
こ

の
標
高
は
３
７
９
ｍ
で
、
山
頂
が
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
と
同
じ
６
３
４
ｍ
な
の
で
差
し
引
き
落
差

２
５
５
ｍ
を
登
る
こ
と
に
な
る
。
小
休
止
。 

北
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
箱
根
組
と
し

て
は
初
め
て
通
る
ル
ー
ト
だ
。
入
り
口
の
人
数

確
認
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
こ
れ
を
押
し
て

入
っ
て
ゆ
く
。
落
ち
着
い
た
自
然
林
の
山
道
だ
。 

１
０
時
２
０
分
、
左
に
「
鬼
の
岩
屋
」
と
標

識
が
出
る
。
数
分
で
着
く
ら
し
い
の
で
行
っ
て

み
る
。
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
大
き
さ
で
び

っ
く
り
す
る
。
落
盤
の
恐
れ
あ
り
で
立
ち
入
り

禁
止
と
あ
る
が
、
非
常
時
に
は
か
な
り
た
く
さ

ん
の
人
が
入
れ
そ
う
だ
。
元
に
戻
っ
て
山
頂
へ

の
ル
ー
ト
に
。
こ
ん
も
り
し
た
草
地
は
桜
が
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
花
見
に
は
と
て
も
良
さ
そ
う

だ
。
気
持
ち
の
良
い

道
を
登
っ
て
行
く
。 

１
０
時
３
５
分
、

岩
を
滑
る
よ
う
な

滑
滝
が
あ
る
。
こ
ん

な
岩
山
か
ら
湧
水

が
と
思
う
と
不
思

議
だ
。
だ
ん
だ
ん
と

傾
斜
が
き
つ
く
な

っ
て
頑
張
っ
て
登

っ
て
行
く
。
な
か
な
か
の
手
ご
た

え
だ
。 

１
１
時
８
分
、
山
頂
着
。
秀
麗

富
嶽
１
２
景
８
番
山
頂
岩
殿
山

標
高
６
３
４
ｍ
と
あ
る
。
そ
の
富

士
山
は
雪
渓
の
筋
の
あ
る
下
半

分
が
見
え
て
い
た
が
、
残
念
な
が

ら
山
頂
は
雲
の
中
で
見
え
な
い
。 

こ
の
山
頂
は
最
近
整
備
さ
れ

た
ら
し
く
新
し
い
標
識
と
ベ
ン

チ
が
３
台
富
士
山
に
向
か
っ
て

設
置
さ
れ
て
い
た
。
昔
は
山
頂
ら

し
い
雰
囲
気
が
な
く
ア
ン
テ
ナ

と
「
狼
煙
台
」
の
表
示
だ
け
だ
っ

た
と
思
う
。
広
々
と
整
備
さ
れ
て

い
て
な
か
な
か
気
持
ち
が
い
い
。

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
だ
ろ
う

か
オ
レ
ン
ジ
色
の
蝶
が
暖
か
い

地
面
で
羽
を
広
げ
て
い
た
。 

１
１
時
２
５
分
、
展
望
台
方
向

に
下
っ
て
ゆ
く
。
眼
下
の
大
月
方

面
が
よ
く
見
え
る
。
そ
の
先
に
は

富
士
の
右
側
に
高
川
山
と
三
ツ

峠
。
下
っ
て
広
い
エ
リ
ア
に
着

く
。
岩
殿
城
の
倉
屋
敷
跡
、
馬
場

跡
な
ど
の
場
所
だ
。
大
き
な
も
み

の
木
の
先
に
東
屋
が
見
え
る
。 

１
１
時
３
６
分
、
岩
殿
山
三
ノ

丸
展
望
台
。
眼
下
の
大
月
の
町
が

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  
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集合 ４月２１日（日）JR新宿駅 

（１２番線）青梅特快 青梅行き  

 ８：１１発 （前から３両目車内） 
 東京：7：54 神田 7：56 御茶ノ水 7：59 

 四ツ谷 8：03 中野 8：16 三鷹 825  

立川 8：39 拝島 8：54  
 

福生 8：58着（西口バス乗り換え 25分） 

9：23発 日野で折り返し場 行き 

尾崎バス停 9：37着  
 

交通費 新宿～福生 片道６５９円 

福生～尾崎バス停 片道３１０円 

４
月
２
１
日
（
日
）
日
の
出
野
鳥
の
森
自
然
公
園
で
す
。 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
２
時
間
２
０
分 

 

福
生
駅
西
口
か
ら
西
東
京
バ
ス
で
尾
崎
バ
ス
停
下
車
。 

帰
り
も
バ
ス
で
福
生
駅
に
戻
り
ま
す
。 

野
鳥
の
森
自
然
公
園
で
木
の
枝
で
バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
作
り
、

鳥
を
呼
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
ボ
ル
ト
代
一
つ
２
５
０
円
。 

 

※
何
か
汁
物
を
作
り
ま
す
。 

 

〇
持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
食
器
、
箸
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、

カ
ッ
プ
、
非
常
食
、
傘
、
雨
具
、
着
替
え
、
筆
記
用
具
、
救

急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
他 

 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

４
月
１
９
日
（
金
） 

収支 

繰越        19765 円 

  打上残金  200 円 

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代   120 円 

現在高       19345 円 
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一
番
よ
く
見
え
る
場
所
だ
。
景
色
を
堪
能
し
て
、

集
合
写
真
を
撮
っ
て
下
っ
て
ゆ
く
。 

１
１
時
４
５
分
、
番
所
跡
。
鉄
製
の
矢
印
が

左
に
向
い
て
い
る
が
先
頭
は
右
に
曲
が
っ
た
、

し
か
し
岩
の
上
で
行
き
止
ま
り
。
戻
っ
て
左
方

向
の
大
岩
に
両
側
か
ら
挟
ま
れ
た
よ
う
な
道

を
下
る
。
以
前
の
駅
か
ら
の
直
登
の
道
を
下
る

こ
と
に
な
る
。
九
十
九
折
れ
の
階
段
は
か
な
り

傾
斜
が
あ
り
慎
重
に
下
る
。 

１
１
時
５
０
分
、
右
、
稚
児
落
と
し
方
向
に

入
っ
て
ゆ
く
。
ま
っ
す
ぐ
駅
に
下
る
道
は
通
行

止
め
だ
。
気
持
ち
の
い
い
自
然
林
の
斜
面
に
斜

め
に
つ
い
た
登
山
道
を
進
む
。
左
に
落
ち
な
い

よ
う
に
要
注
意
。 

１
２
時
５
分
、
築
坂
。
鞍
部
で
岩
殿
城
の
大

手
口
の
空
堀
だ
。
ロ
ー
プ
の
付
い
た
岩
を
超
え

る
。 １

２
時
１
７
分
。
右
、
林
間
コ
ー
ス
。
左
、

鎖
場
コ
ー
ス
の
分
岐
を
左
に
行
く
。 

１
２
時
２
０
分
、
目
の
前
に
大
き
な
岩
が
現

れ
る
、
鎖
場
だ
。
直
登
の
岩
で
は
な
い
が
、
結

構
な
傾
斜
な
の
で
慎
重
に
鎖
を
使
っ
て
登
る
。

登
っ
た
先
に
は
鉄
筋
で
出
来
た
コ
の
字
型
の

梯
子
の
階
段
（
？
）
と
、
二
本
の
鎖
が
付
い
て

い
る
が
ほ
ぼ
直
登
で
ス
リ
ル
が
あ
る
。
一
人
ず

つ
慎
重
に
登
っ
て
行
く
。 

１
２
時
４
０
分
、
兜
岩
。
こ
こ
も
二
手
に
分

か
れ
て
い
て
、
以
前
は
左
の
岩
の
ル
ー
ト
を
進

ん
で
ス
リ
ル
満
点
の
細
い
絶
壁
横
の
道
を
通

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
崩
落
の
為
通
行
禁
止
の

看
板
が
あ
っ
て
断
念
す
る
。 

右
に
林
間
コ
ー
ス
を
降
り
て
ゆ
く
が
こ
れ

が
な
か
な
か
の
難
所
で
、
ロ
ー
プ
を
伝
わ
り
な

が
ら
一
人
ず
つ
慎
重
に
下
っ
て
ゆ
く
。
兜
岩
を

右
か
ら
回
り
込
む
よ
う
に
し
て
登
っ
て
行
く

と
尾
根
に
出
る
。 

１
３
時
頃
、
登
り
き
っ
た
尾
根
の
左
側
で
昼

食
と
す
る
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
お
湯
を
沸
か
し

て
、
狭
い
な
が
ら
美
味
し
い
も
の
を
交
換
し
た 

り
し
て
楽
し
い
昼
食
だ
。 

昼
食
後
、
左
側
の
兜
岩
に
行
っ
て
み
た
が
途

中
ま
で
行
っ
て
み
て
ル
ー
ト
も
な
く
と
て
も

危
険
な
の
で
戻
っ
て
く
る
。 

２
時
５
分
、
出
発
。
尾
根
道
か
ら
振
り
返
る

と
岩
殿
山
の
台
形
の
よ
う
な
形
と
眼
下
の
大

月
の
町
が
よ
く
見
え
る
。
ミ
ツ
マ
タ
の
花
ら
し

き
黄
色
い
花
が
き
れ
い
だ
。
一
登
り
す
る
と
次

の
ピ
ー
ク
だ
。 

２
時
２
５
分
、
天
神
山
。
小
さ
な
祠
が
あ
る
。

右
に
直
角
に
下
っ
て
ゆ
く
。
雑
木
林
の
尾
根
道

は
気
持
ち
が
い
い
。 

２
時
４
０
分
、
右
、
林
間
コ
ー
ス
。
左
、
岩

場
ル
ー
ト
と
あ
り
少
し
心
配
に
な
る
が
、
左
は

す
ぐ
に
平
ら
な
岩
の
上
に
出
て
、
稚
児
落
と
し

に
到
着
。
岩
は
左
に
カ
ー
ブ
し
て
鍵
型
の
よ
う

な
大
き
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
大
迫
力
の
岩
場

だ
が
、
上
を
歩
く
だ
け
な
の
で
ス
リ
ル
は
あ
る

が
安
心
だ
。
今
ま
さ
に
、
礫
岩
の
上
を
歩
い
て

い
る
の
だ
。
林
の
な
か
の
階
段
状
を
登
る
と
左

に
進
む
。
稚
児
落
と
し
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
で

腰
を
下
ろ
し
て
休
憩
。
岩
越
し
の
岩
殿
山
は
ま

た
格
別
の
景
色
だ
。 

３
時
、
下
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
か
ら
が
な
か
な

か
の
下
り
の
連
続
で
慎
重
に
な
る
。 

３
時
５
０
分
、
浅
利
集
落
着
。
大
通
り
を
歩

き
、
４
時
４
０
分
、
大
月
駅
着
。
解
散
。 

４
名
は
駅
前
の
２
階
の
お
店
で
夕
景
を
見

な
が
ら
乾
杯
し
て
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
。 
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